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B  スタンドH1300　施工手順

●組立て前の準備をします
ヴィコDB本体のノックアウト穴を打ち抜きます。 床面を養生した後フレームに棚受け金具、柱キャップを仮止めします。

(左右2本を製作してください)

棚受け金具

●ポスト本体とスタンドを固定します
(a)扉の吊り元を下にして柱と本体をビス固定し棚板を差し込みます。(b)次に反対側の柱を取り付け、(c)最後に固定板を取り付けます。
・ビスの本締めは最後に行ってください。
・ドライバーなどでビス穴を位置決めすると作業がスムーズです。
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●コンクリートで埋設します
設置場所を堀削し、クラッシャーランを敷き固めてください。
フレームを水平に設置し、コンクリートで固定してください。

　

●参考施工図
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本体1段の場合は
棚板を取り付けてください。

水準器などで水平垂直を出してください

水抜き穴は埋め込まないでください。

(2段の場合)
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●組立て前の準備をします

●ポスト本体と据置きスタンドを固定します

C 据置きスタンドH750　施工手順

(a)扉の吊り元を下にして柱と本体をビス固定し棚板を差し込みます。(b)次に反対側の柱を取り付けます。
・ビスの本締めは最後に行ってください。
・ドライバーなどでビス穴を位置決めすると作業がスムーズです。
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ヴィコDB本体のノックアウト穴を打ち抜きます。 床面を養生した後、フレームに棚受け金具、柱キャップ、ブラケットを
仮止めします。(左右2本を製作してください)
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●ポスト本体とヴィコDB据置きスタンドを床面に固定します
設置場所に組立が完了した据置きスタンドを仮置きし、
アンカー用穴位置をマーキングしてください。

設置場所を堀削し、クラッシャーランを敷き固めて
コンクリートで基礎をつくります。

ブラケットと床面を固定してください。

●参考施工図
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〈ご注意〉
　オールプラグボルトは
　叩き込まないでください

マーキング

コンクリートにアンカー用の下穴(φ11mm深さ40mm)を開け、
オールプラグボルトを取り付け、ビスを外してください。

ビス(M6 L40)

落下防止ワッシャー

アンカー

ビスを締めることで
アンカーが開き固定されます

オールプラグボルト
固定時
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水準器などで水平垂直を出してください

M8ワッシャー

オールプラグボルト
を閉め直す

アンカー
( オールプラグボルト）




